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第三章 環境保全の取組の仕組み・体制 

１．概要                                       

環境保全の取組を計画的かつ効果的に実施するためには、その効果を的確に把握し、

必要に応じた見直しを随時柔軟に実施していくことが重要です。 

機構では、平成１６年度から平成２４年度までに段階的に全社でＩＳＯ１４００１の

認証を取得し、国際規格の品質を確保して、環境保全の取組を推進してきました。 

平成２７年度からは、その運用を通して培ったノウハウや得られた成果等をもとに、

当該システムの機能及び品質を確保するとともに、運用の効率化を図った独自の環境マ

ネジメントシステムであるＷ－ＥＭＳ（ウィームス。以下「Ｗ－ＥＭＳ」といいます。）

を運用しています。 

 

２．仕組み                             

Ｗ－ＥＭＳでは、年度毎に計画・実施・点検・改善のＰＤＣＡサイクルを実施し、

その結果を次年度のＰＤＣＡサイクルに繋げることにより、下図のように環境保全の

取組を継続的に改善しながら達成していきます。 

また、Ｗ-ＥＭＳに対する信頼性を確保するため、Ｗ-ＥＭＳの推進の仕組みの妥当

性等について専門的知識を有する第三者からの意見聴取等を行い、Ｗ－ＥＭＳの見直

しに活かしていきます。 
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３．体制                              

環境保全の取組を計画的かつ効果的に実施していくためには、機構全体で取組を実施

していく必要があることから、全ての事務所に環境推進員を配置するなど、下図のとお

り全社的な体制を構築しています。 

 

 

第四章 取組の結果の公表 

１．環境報告書                           

本環境行動計画に基づき実施された環境保全の取組は、環境情報の提供の促進等によ

る特定事業者等の環境に配慮した事業活動の促進に関する法律」（平成１６年法律第７

７号）に基づき毎年作成している環境報告書に掲載しホームページにて公表しています。 

      


